Ⅰ．コロケーション関連

第92条の３ 接続申込者又は接続に必要な装置等の設置若しくは保守を行う者としてその接続

申込者が指定した者（その接続に必要な装置等以外の設備にわたる作業を行う場合にあって

は、当社が別に定める当社の通信用建物等において工事若しくは保守を行うことができる団体

の基準を満たす団体の被用者に限ります。）は、接続に必要な装置等の設置又は保守のために

当社の通信用建物等に立ち入ることができます。この場合において、立入者の数は、その接続

に必要な装置等の設置又は保守に必要な範囲内に限るものとし、次の各号に規定するときは、

当社が指定する立会者が立ち会うことを要します。

(1)その設置又は保守を料金表第２表第１（工事費）２（工事費の額）２－４（２－３に適用

する作業単金）に規定する平日昼間以外の時間帯に実施するとき。

(2)その設置又は保守に係る作業のうち、当該装置等を当社の通信用建物に搬入するとき、当

該装置を当社の電気通信設備若しくは電力設備に接続し若しくは切断するときその他当社

又はその接続申込者以外の他事業者が設置する電気通信設備に支障を与えるおそれがある

作業を行うとき。

>>>「当該装置等を当社の通信用建物に搬入するとき」を削除してもらいたい。

    理由：「当社又はその接続申込者以外の他事業者が設置する電気通信設備に支障を与える

           おそれがある作業を行うとき」には立ち会うので、支障を与える恐れが無い場合は

           立ち会い不要としてもらいたい。

           具体的には、手で抱えられる程度の機器を搬入し、接続申込者がラック内に収容し

           ている自社の保有する機器を工事する場合、立ち会う必要性はないと考えます。

>>>「当該装置を当社の電気通信設備若しくは電力設備に接続し若しくは切断するとき」も削除

    してもらいたい。

    理由：この工事は誰にでもできるわけではなく、「当社が別に定める当社の通信用建物等に

          おいて工事若しくは保守を行うことができる団体の基準を満たす団体の被用者に限り

          ます」とあるように、実質的には従前から局舎内にて工事をしている業者です。

          仮に、建設請負契約でNTTにこの工事を依頼した場合、実際の工事はこれらの業者が

          NTT職員の立ち会いなしに実施しますが、接続申込者が自前工事扱いで工事をこれら

          の業者に依頼した場合、同じ業者が同じ工事を実施するにもかかわらず、NTT職員の

          立ち会いを必要とするのは公平でないと考えます。

(3)当社の発電設備、受電設備又は蓄電池設備が設置されている場所に立ち入るとき。

(4)その接続申込者がその設置又は保守に着手するに当たり、その通信用建物及び設置又は保

守を行う場所における作業環境の説明その他当社とその作業の内容について確認及び調整

を行うとき。

>>> 説明や作業内容の確認・調整はNTTの職員ないしその指定業者が行うのであるから、それに

    対する別途の立ち会い料（定額の14,743円）は不要と考えます。

    あるいは、表現上「立ち会い料」名目で、実質的には「その作業費」ということであれば、

    そもそも相互接続という自社サービスを接続申込者に供するための自社の営業行為に対して

    その作業費を請求するのはおかしい。

(5)その設置又は保守を行う当社の通信用建物が当社の指定電気通信設備の保守作業を実施

する者が常時滞在しないものであり、かつ、その通信用建物への入退出を自動的に管理する

装置が設置されていないものであるとき。

(6)その設置又は保守に係る作業を行う者が属する団体が当社の通信用建物等において工事

又は保守を行ったことがなく、その設置又は保守に係る作業によって当社又はその接続申込

者以外の他事業者が設置する電気通信設備に支障を与えるおそれがあるとき。

(7)接続申込者との協議の上その接続申込者から立会いの依頼があったとき。

-----------------------------------------------------------------------------------

Ⅱ． アンバンドル案

第94条の３ 当社は、ＤＳＬサービスを提供する協定事業者から次の各号に規定する当社が

管理するＤＳＬ回線の情報の提供を求められた場合は、その情報を提供します。

(1)ＤＳＬサービスの契約者が利用するＤＳＬ回線ごとの線路条件（ＭＤＦを設置する

当社の通信用建物からＤＳＬ回線の終端までの線路距離長、伝送損失、直流抵抗値、手

ひねり接続箇所の数（以上の情報は計算による値となります。）、当該ＤＳＬ回線を収容

するケーブルの絶縁種類、線径及びブリッジタップの状況をいいます。）

(2)ＤＳＬサービスの契約者の利用開始時、ＤＳＬ回線故障時、回線調整後における協

定事業者が接続するＤＳＬ回線ごとの収容状況（当該回線の同一、隣接又はひとつ飛び

カッド若しくはサブユニット（プラスチック絶縁ケーブルにおいて、５つのカッドで構

成する単位をいいます。）に収容されている状況をいいます。）

(3)ＤＳＬサービスの契約者の利用開始時のＤＳＬ回線の雑音特性及び回線調整時の伝

送損失（ただし、本号の情報提供の方法について、当社は協定事業者と協議します。）

>>>  (3)の調査をNTTが実施する場合の費用を提示していただきたい。

     この協議を早急に開始していただきたい。

>>>  ADSLモデム設置工事時にユーザ側でスペクトルアナライザを使用して回線特性を測定

     するのが、正攻法と考えます。その際に異常があった場合、NTT局側のMDFで同様な

     測定を事業者が実施することを認めていただきたい。

     あるいは、局内に限ってNTTが測定可能であるならば、その費用を提示していただきたい。

>>> （１）は１1,477円、（２）は929円の手続き費を支払わないと情報提供しない、

     ということですが、(３)まで含めて、これらを無料にしていただきたい。

     理由：NTTにとっては、800円のデータ重畳料金を毎月徴収できるサービス提供

           であり、そのサービス提供に必要な情報提供は自社の営業行為であるから。

>>>  回線品質が悪くて十分な速度のADSLサービスを提供できない場合には、DSL回線調整

     等の工事が必要であるが、その基本工事費11,497円は高くないでしょうか。

     上記（１）、（２）、（３）で回線調査費用を請求しているとすれば、別途請求

     となる、基本工事とはどのような内容をいうのか示していただきたい。

--------------------------------------------------------------------------------

第２表 工事費及び手続費

２ 工事費の額

２－１ 工事費

（２２） ＤＳＬ装置データ設定等工事費

         ＤＳＬ回線を提供するための相互接続に係る工事に要する費用

         ア 当社のDSL装置と回線接続装置等とを接続する場合  １工事ごとに ７３４円

         イ 当社のDSL装置にデータ設定を行う場合            １工事ごとに １４，７４３円

         ウ 当社のDSL装置にデータ設定の変更を行う場合      １工事ごとに ２,２１１円

>>>

とありますが、事業者がPOTSスプリッタやDSL装置を設置し、自前工事でPOTSスプリッタと

NTTのMDF間を一括配線済みの時に、個々のユーザへのADSLサービスのための、NTT側で実施する

MDF間のジャンパー工事料金が不要か、必要ならばその費用はいくらかを記述してもらいたい。

なお、（２２）のＤＳＬ装置データ設定等工事費欄ではなく、それ以前の（１）から（２１）欄

のどこかで記述されている場合には、この意見は撤回いたします。

                                                                                  以上
